
視覚障害者である児童生徒に対する教育
視覚補助具やコンピュータ等の情報機器、触覚教材、拡大教材及び音声教材等各種教材の効

果的な活用を通して、児童生徒が容易に情報を収集・整理し、主体的な学習ができるようにす
るなど、児童生徒の視覚障害の状態等を考慮した指導方法を工夫すること。

弱視の（見えにくい）児童生徒に対しては、
視覚情報をその児童生徒の見やすい文字サイズや
コントラストに変換

１人１台端末の
拡大機能、白黒反
転機能、リフロー機
能により、自分にとっ
てもっと見やすい状
況を実現できる。

１人１台端末のカメ
ラ機能により、板書事
項、小さいもの、動いて
いるもの等を撮影し、手
元でじっくり確認したり、
観察できたりする。

テキストデータを点字データ
に変換したうえで、コンピュー
タ等に接続した点字ディスプ
レイに出力できる。
大部分の点字教科書を端
末に収めることができる。

音声読みあげソフト（スク
リーンリーダー）により、コンピ
ュータ等の文字情報を音声
で確認できる。
（弱視者が拡大機能と合わ
せて使うこともある。）

 視覚情報を触覚情報に変換＜点字キーボード＞

 1人1台端末のカメラ・拡大機能＜ 端末の標準機能＞  視覚情報を聴覚情報に変換＜読み上げソフト＞

 1人1台端末の表示変換機能＜端末の標準機能＞

盲の（見えない）児童生徒に対しては、
視覚情報を音声（聴覚情報）や点字（触覚情報）
に変換
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